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 本稿の構成は以下の通りである。次の第 2 節では理論的考察を行い，第 3 節では日本の
家計貯蓄率に関するデータを示し，第 4 節では日本の家計貯蓄率の決定要因に関する証拠


























































     説明できない。 
 










 表 1 には，3 時点（1975 年，1995 年，2015 年）における経済協力開発機構（OECD: Organisation 




イタリア（26.9％）に次いで 2 位であった。しかし，1995 年の時点には，日本の家計貯蓄率
は 12.2％まで急落しており，順位も 10 位まで下がっていた。また，2015 年の時点では，日














表 1 家計貯蓄率の国際比較（単位：％） 
 
（注）左側の値は家計貯蓄率を示し，右側の値は順位を示す。NA は不明を意味し，T は同順位を意味する。
フランス，ポルトガル（1975 年および 1995 年），スペイン，英国の値は総貯蓄率を示し，それ以外の国の
値は純貯蓄率を示す。 
（出所）Organisation for Economic Co-operation and Development（各年版） 
 












オーストラリア 14.9 7 5.3 17 8.9 7
オーストリア 9.9 11 12.7 8T 8.7 8
ベルギー 16.5 5 16.4 4 4.0 18
カナダ 12.7 8 9.3 14 4.1 17
チェコ共和国 NA 3 8.1 15 5.5 14
デンマーク 7.1 14 0.2 23 -4.1 26
エストニア NA 4.2 21T 2.9 22T
フィンランド 5.7 15 4.2 21T 0.8 25
フランス 20.2 3 15.7 5 14.9 4
ドイツ 15.1 6 11.2 12 9.5 5
ギリシャ 19.0 4 NA NA
ハンガリー NA 14.4 6 9.0 6
アイルランド NA NA 6.9 13
イタリア 26.9 1 16.6 3 3.8 20
日本 22.8 2 12.2 10 2.4 24
韓国 NA 18.5 1 7.2 12
ルクセンブルグ NA NA 17.3 2
オランダ 3.9 18 14.3 7 8.5 9
ニュージーランド NA -3.5 24 3.4 21
ノルウェイ 4.2 17 4.9 20 8.4 10
ポルトガル NA 12.7 8T 7.6 11
スロバキア共和国 NA 5.0 19 3.9 19
スペイン 11.8 9 17.4 2 2.9 22T
スウェーデン 4.7 16 7.5 16 15.8 3
スイス 7.6 13 12.1 11 17.8 1
英国 11.4 10 9.4 13 4.3 16
米国 8.9 12 5.2 18 4.9 15




図 1 日本の家計貯蓄率の時間的推移（戦前）（単位：％） 
 
（注）家計貯蓄率は家計貯蓄を家計可処分所得で除することにより算出し，家計貯蓄は民間貯蓄から企業
貯蓄を差し引くことによって算出した。LTES は長期経済統計(Long-Term Economic Statistics)，OldSNA は旧
SNA (System of National Accounts)を示す。 
（出所）Ohkawa and Shinohara（1979, pp. 261-270） 
 
図 2 日本の家計貯蓄率の時間的推移（戦後）（単位：％） 
 
 
（注）家計貯蓄率は家計貯蓄を家計可処分所得で除することによって算出した。Old SNA は旧 SNA (System 
of National Accounts)，68SNA(1990)は 1968 年 SNA（1990 年基準），93SNA(2000)は 1993 年 SNA（2000 年基
準），08SNA(2011)は 2008 年 SNA（2011 年基準）を示す。 
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